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曽利遺跡i玄、中部高地における縄士時代中期内

標式遺跡としてつとに知られている.昭和35.36

年，44年，47.48年と五次にわたる発冊悶査がな

され、報告書が公刊されているとおり 中期的初

頭から末業まで営まれた母村的な畢滞跡である.

その後は、昭和田年に歴史民怖資料館町櫨世に伴

う小規槙な調査が行われたが (第六次)‘その成

集は未だ報告できないままになっている.

この皮肉報告書は、遺跡的木曜を横断する幾免

遭路町睦設に先立って罵色調査された第七次尭掘

内自己韻である.なによんにも眠られた時聞のなか

でまとめたものであるから万全とはいえないまで

も、売織されたi宜捕とそ町出土壇物を一通り醐蝿

L、曽利遺跡町笑聾把握に新たな知見を加えるこ

とができたと思う.

この問、尭錨調査ならびに盤理作業に師協力い

ただいた関係者向皆さんに心から桐争Lを申し上げ

る次第である.

平成5年3月

富士見町教育委員会

教育長 名取剛三
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本書は、農林漁業用揮尭抽税財源身替農道整備事業に伴い、諏跡地方事務所内幸託をうけ

て富士見町教育委員会が実施Lた瞥利遺跡内尭揖調室長報告容である.

尭掘調査および鐙理作車は、平成4年6月5日から平成5年3月19日まで行われた.

発編制査は小林公明 樋口融司が担当し、本寄町執筆および実劃l図の作製は樋口誠司が行

った.

本遺跡の名拡については、昭和53年刊行町発掘調査報告轡r廿利aでは地点を区別Lてrgl

利市」とLたが、尭錦町枯栄その必要が認められないことが判明Lたのでこれを解消Lて「曽

利」に寵した。

遺構図的水単線は標高861.OmをOとし、商低を十。ーで茸示Lた。

本報告にかかわる出土品、諸記輯は井戸尻考古館が保官している.
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1 遺跡、の環境と調査の経緯

遺跡の環境

曽~J遺跡的所在する尾拙は、中央東組内信機境駅付近から南に向ってゆるやかに蝿桝しなが

第 i函 ~利遣時付近地形図(l : 2，5ω} 
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l 



a制..  山色帥，陀2抑 4告鰐昭師，註 4号e
ら、およそ7団mほど続いている.上手から新図平大花 曽利の遣跡が速なり1、標寓は9但10m

-360mにわたっている。

尾担簡の下手を占める白布l遺跡は、南北300m 東西町最大幅90mの範囲である.その東結

中ほどは湾状に大きく欠けこみ、これを境に尾相幅は半分に崩じて尻尾のように終処している。

東側は比高韮6-7m町沢によって仕切られ井戸尻遺跡的尾根が並行している.いっぽう

西側はなだらかに低くなっている.

調査の経緯

今回、調査の対象となったのは、且組の米端に当たる個所である.且林漁輩III探発泊観身替

農道隻備事業の甫士見南線がこ町地点を横断するため、長野県教了育委員会 ・諏勧地方事務所。

富士見町教育委貝会的三者で硲識を行い、工事に先立って尭掘を実施することになったのであ
"でん

る。それも道路敷によって分断される水田町端図整備の分をふくめて、平出藤暢氏の所有する

6，9ゆ3番町田一節分、 140Qnげを調3をすることとなった。
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第2図遺構配置全体図 (1 : 400) 
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調査のあらまし

調査区全体が回であるため、闘倒的障に尾担円高い部分を削って低い部分に埋めた土が相当
c r.主

量あることが予想された。まず、この棋士と地形を制ぎ取る作業を重構て・行った.その枯栄

調査区東冊と南西冊は埋土が摩〈、除去に手間取った.いっぽう図町北半、尾棋の頂部は平ら

に広〈月lられていた。開加の際にどれくらい削り取ったか定かではないが、上土手側には平均

120田町石棺みがみられることから、これを越えるものではないようだ.

尭掘は最初に北半身を調受L、重構で土を盛り返してから、南半分即j、竪穴群、佐藤祉の願

に行った.

2 遺構と遺物

尭掘の結果、調査区からは絡抗期円住居社2軒 小.'l'l穴もしくは土機23革、集石l基を検出

した.これらの遺構配置をみると、 占 -L @ 
集石はすとし北に離れた尾冷量的東輸

にあり、尾根中央町小竪穴も Lくは

土績をはさんで米側と西側にそれぞ

れ住居並が対峠していて、鋭校町小

さな村町樟子を見て取ることができ

る.この他に、西側町農道に措う用

水汐の跡L ニ土器などを埋めた鴻が

見つかった.

住居祉

第83号住居並

本訟は尭拙区町東棚、尾胞の東揖

に位置する。表土刺ぎて・闘の晶ちろ

を重構で除去すると桂3田町黒色

町務ち込みが見え、土器町小破片と

凹石(5)が出土Lたので、落ち込みの

司
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大きさ等を勘案し、位農祉と判断した.また精査するに従って、周辺からは、、〈っか小形の穴が検

出された.

竪穴はZ音柑色から黒褐色町炭まじり土てせ星まっていた.住居町中ほどには雛壷炉があり、 4 

本町主柱穴と貯蔵穴が配されている.南東冊を除きロームの壁が回るが、最も樟いところで堀

込みは20叩ほどで、立ち上がりも紐い.床は P1 . P4丹南側を除きハ ドロ ムて¥全体が

堅い。

主柱穴は4本で、 P1 . P 2では柱痕制確認できたoPl.P2.P3を結んだそれぞれの距

離および角度は84号急上町ものとびたワ重なる.当時、明らかの規格があったのかも知れない。

貯蔵大は北柵の壁近くにあって P2のすぐ脇に世置する.いわゆる巾着形で底が広い。 L 

まりな〈ふわふわと Lた然色土が詰まっていた。穴町中、揖から20叩のところに内面を向けた

深鉢(2)が見出きれ他に'1、形の石融制4)と挙の半分陪ど円安山岩膿1個、 土器片い〈らかが入

っていた.

盟聾炉は住居町ほほ中央にあり、 ロ樟を少Lだけ床上に出Lて埋設されている。土器町中に

ム". 
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第84号住居急上(! 刷

4 

はローム粒子を含むLまりのな。
い晴柑色土が詰まっていて、上

面と下面に撒量の焼土粧がみら

れた.焼土や慌はなかった.ロ

惜の外周、 ちょうど搬り方境ま

での範聞は、厚さ 4叩くらいに

焼けて赤色10Lている.底も世

かに赤味をおびている.埋型炉

町中および揖り方向から、別な

ニl:緑町臼蹄部と胴闘の破片がそ

れぞれ出土した.おそらく、 !日

い埋費え戸内掛欠であろう。掘っ

方が大きいのは、 旧い埋世土恭

に合わせて掘られたためと推副

される.

"祉から出土した遺物はさは

ど多くない. 1は埋設土器で胴

部下半を欠失する.口融部文樟

帯はニ対四単位、九兵柑尾担式

期的施文手法が残っている.朝
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第5図 83・84号泣出土的土器石器(%， 1-2:%)

:ー 7: 83守雄 8-15:801号祉

3. 10 スレート 4 硬砂岩 5 :!l石安山岩

8. 9 ホルンフェルス 6. 7， 11-15 県昭石

部から下方には、断面三角形町陸線がクランク状に垂下Lている.また、 これに添えられた拘

引きは、いずれの個所も陸線町中途で終えている。胴部内面は煮炊きによる肌荒れが目立つ。

2は貯蔵穴内より出土したもので、二分の 周が残存。口結師の丈樟は押引きが主で、鋸歯状

に引かれた押引きのあいだは、施士具町生端を突いて三日月状の連続文操でうめている.外商

5 



は煤けて無くなっている。

3は打製石鍬。身はわりと厚〈、背面の殆どが曹皮である 4は小型の石鍬で貯蔵穴より出

土.u字形の刃部はよく笹われて磨耗している. 5は両面に二個ずつくぼみ町ある凹石. 6 

は制片石器.緯辺に刃部をつiっているG 71:i!.I.¥曜石町制片.

第84号住居祉

本祉は尭掘巨の西側、南西にすこし傾いた尾担円陣に桂置する。本社内中央やや西寄りは、

南北に走る i~て九一部胡われている。束叩にもやはり同じ構が延びてきており、壁内 部にかか

っている.住居西壁町立ち上がつは、尾相円価軒がわりときつくて輸出することができなかっ

た。畏紬4.2m、短軸3.7mの楕円形を呈する.主柱穴は4本。吋角する P1 . P 3の絵氏は、

形状がすこぶるよ〈也ている.別に 短軸上には小さな柱穴が相対している.炉はない。床は

平坦で、柱を結んだ外冊がすこし痛くなっている。床は中央がわりと堅〈、外制にい〈に従い

堅きが蹴ヒる.

とくに注意されるのは柱聞で、 Pl.P2， P3を結んだそれぞれのiI!般および角度は、 83

号祉のそれとぴたり置なる。こうした状配と、小竪穴群をはさんで83号。 84号祉が東と西に対

峠しているという遺構の配置から、互いが同時に存在Lていた可能性が大きいと判断される。

i宜物jまわりと多〈出土したが、土器はみな'1、唖片であった。押引き士樺の土器片が目立つ.

8は身が薄〈、時盤的eれた石雑。 9は打製の石庖丁で、半分町み。外湾刃である.10は一端

にのみ打ち欠きのある石盤。 11は石酷.15は石酷円未成品.13はピエス エスキ ユで、三対

回世所に特有の打撃痕がある G 12. 14は制片石様。 12には摘まみがついている。 14は樟辺に刃

こぼれ痕がある。

小 笠穴群

平面が円形で断商が盟放を呈する穴を主体に、小穴あるいは柱状の穴を一括Lて小里穴とし

た。これらの多〈は暗柑色ニi二が詰まっているだけだが、安山岩など大小町石が入っているもの、

石器や土器が入っているものなどがある。これらは基槽の石であったり、副葬品と考えられる

から、穴の大半は甚の可能性が大き".

これら小竪穴町時期であるが、判別できたものは硲択期に属するものであった.

1号 84号急上町北制にあり、鴻によって半分を欠失する.堆土は相色土で5回大町ローム粒が

少L入っている。炭は全くない目最大桂740m、深さ1恥m.チャ ト製の剥片 i個と土器片2個

が出土。

2号 時褐色土で、上商には細かな民が多量に入っていた.住居の綾穴に似ている。最大笹29

聞、深き18cmo

← 6 
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第6図小聖火 (1: 60) 

上段:Iiから5，6， 9， 10， 15. 20守 中段左から8.7，17，19，21号 下段23，22号

3号 84号祉の東聞に位置する.底面はすこし西へ嗣いている.最大量4&m、深さ lOcm~

4号 暗褐色土で¥2号と同じ形状である.粘収岩製円融先と下方から毘僻の大きな破片が出

土Lた.

5号 南聞の一部は松円相による撹乱を受けている.土層は上方が黒色土、下方が褐色土であ

る.立ち上がり部分には、杭状町小穴が4冊所ある.

E号 堆土は上部が暗柑色、下部は貰褐色土にロ ム機のimじる土.立ち上がりは直で、わり

と均整のとれた筒形の穴.中うたが少し低くなっている。

7号 新旧円切り合いがあるが、はっきりとLなかった.堆土は黒褐色土でハー ドローム塊を

含んでいる.下方に民的制祉がみられた。南棚田穴i玄、中うたが高〈なっていて、隅に杭状円柱

穴がある.北町穴からは枯噸岩製円融先と土器片2帽が出土.南町穴からはホルンフェルス製

円石片 (26) と、両手分の土器片が出土した.

8号 少し角躍るが、円形町大きな穴。底部耳ん中に、輝蹄岩の平石が置かれ、小児の顕ほど

の安山岩がその肩に載るようにしてあった.土置は上から黒色土偶色土、貰掲色土の順であ

る.出荷は企休にすこし堅い。中からは小形町轍 (23)、靴昨轍 (24)、拳大の粗製凹石 (25)、

石出丁の破片ニっと土器は深鉢三分の一個体分仁拘引き文の砲された絡択式を含む両手杯

分が出土Lた.

g号 9号から12号までは、褐色土に民の混じる滋土で、大豆大町ロ ム粒が入っていた。本

祉の底は凸凹していて堅い.土務片1掴出土.

-7ー
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第7図小竪穴出土町土器石器削 16;%) 

16-17，18:22号 19-22' 27: 21号 23 剖 25: 8号 26: 7号 28-30 集石

17 硬砂岩 18 . 25 単斜線右斜方錫右角間石安山岩 19 : 20 :砂岩ホルンフェルス

21 粘犠岩ホルンフェルス 22. 23 粘相岩 24， 26 鈎 ホルンフェルス
27-29 ;熱唱石

叩号 きれいな円形で、底は西側へ幅糾しているが平盟である.東側に一つ杭状町小穴がある.

土様片1畑出土。

11号 長軸46師、短軸30師、深さ12cm.

12'号 小きいが円くてきれいな穴.躍進は凸凹し、 東へ低くなっている.深さ27cm.

13号 上層は黒錫色ハ下層は暗褐色で炭円少し混じる土.段々に低〈なって、底となる。最も

8 



深い価所て~12圃.

，"号略錫色で民温りの幼土.柱穴状である.深き29四 .

15号 黒褐色土で、民と小豆大町ローム粒をわりと多〈含む.事大円安山岩理、粘板製町石出

Tと唖砂岩製の石韓状石訴の破片、 A保略石和j片が各l傭ずつlJj土.それに片手分の土器片が尚

之Lた.

16号 暗縄色土.上端下曜とも歪みがあり、はっきり Lない穴.深さは15佃.

1J号 上部は暗褐色、下聞は民とローム粒混りの縄色土が桔まっていた.東個中段に三日月影

町テラスがある.

，，~ 炭を微量にふくむ暗褐色町地土.平面は楕円に近い形.j;i軸田園、短軸56=.手町平大

円安山緒的板状石l個と土器片5咽が出土Lた.

19号 /H褐色土.穴円上而に大小町曜と浅鉢片がかたまっていた.大きな躍の一つに、花刷斑

岩があった.他に押引き文のある深鉢的破片が片手分と、漆と思われる黒色塗料カ吋すし、ている

ごt総片が出土Lた.揖鉢は口織が r<J町字に内蝿Lていて、そこには 3本町細い押引き文が

一周Lている.二分町一個体分でロ揖から底部まであるが後会Lない.

10号 民と小豆大町ローム誼を含む褐色土で.よ<Lまっている.中央がいちばん低〈なって、

緩〈立ち上がる輯Dt.土器片一片町み出土.

21~ 堆土は略縄也土で民を多〈含む土.各種石器 09-22.27)と安山岩の小瞳.板状町碑

と土絡片が穴一面に広がっていた.これらは副葬品と考えられる.19は鋤状円玉1部を有す石器.

中ほどから刃先にかけては、7奪身である.20は大形町石庖T.外湾刃で刃線は其っ直〈・通って

いる.ところどころに、刃こぼれ円高がみられる.21は靴形石鋒.背は平らで外湾系リである.

22は靴形石器に類似する石器.上下町稜線町一部は融いてつぶLてあり、下方はすこし枯れて

いる.27は小形石器町破片である.保岨石製.

22~ 北個が炭まじり円台袋線ご七で、南側が暗褐ないしは線縄色町民まじりのi二圃唯一、細長円

形をとる.東側は揖に沿って.石器 07.18)や揖鉢片 (16)および安山岩内躍が並んでいる.

南西閣には浅鉢が正位で、その東には手町平大円安山岩が床に近い所に揖えてある.片手分ほ

ど.t，た土器片町中には、新車期に属する破片が橿じっていた.171ま鋤はたの刃部になると且われ

る石器.18は大形の粗製凹石.いずれも副葬品k考えられる.

23号鈍色土.立ち上がり肉離い中率輯庇.深さ150m.

集石

尭織区向上手、尾根町東館に設けられている.畏軸1.6m、姐敏1.3mの円形を呈L.小さい

のは観指大から大きいのは両手町平大まで347個円安山岩を刷いて、平均20圏内厚きに棺んで

9ー
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ある.j軽石向上而とlli石内には、周囲にはみられな

い其川な土が認められた.また、 lli石町下部には時

褐色町土が詰まっていて、 '1、豆から大豆大町車村町

炭が多〈入っていた.中か句はホルンフェルス製の

小さな制片 (30)と ピエスエスキーュ (29)

黒曜石型的石舷 (28)が出土Lた.土器片など時代

の判るものは出土していないが、住居と同時期と思

われる.

溝状遺構

r 
t花8図集石 (1: 60) 

83号祉のT何小竪穴群kの仰iに確認された.向樟

なものは 晶石町北側、 84号社内および同祉町東側

にもあった.完挺した円は83号祉の南側と集石町北側町もので、他は部分的な調査に止めた.

これは附図的際、出てきた石器や土保を 「天拘の持ち物I天拘町事硝」と忌み降って、地主

がmを掘って組めた跡である。構内中からは石僻や土器町大小町岨片が多量に出土Lた.

3 調査の成果と課題

今国内調査は、屈服末端円区波であり、遺跡的範囲を捉えること、あわせて遺構内分布や』息

苦町内答を把催するといヲ内で、いくつかの成*を持ることができた.

つは、過ュt、の間査では 軒しか所在的しられていなかっ た (67 -~~ 祉) 中期前議の絡沢式期

的住居が二軒尭見されたことである.このことによって酷期的集落は 67号祉を上限と L、現

考古断的駐車場を中心、とするよフな広がりを忽定することができる.二つは、住居とあわせ基

や県石など.Jt湛の具体的な時子が知れたことである.高を中心とした遺構内配置は、広場と

4昔、する空間こそないが、いわゆる現状j集部内小型版を皿、わせる。また、住居が基幹を挟んで.m

と西に吋峠しているあり揮は、 二戸一対で一組として捉えることが可能であり、村を構成する

単位町 っと考えられる.

ところで 該期的遺構や遺物{ま陣按する井戸尻遺跡でも 同じく躍免道路にi'I'う調査で確認

されている.近年、択を挟んで対峠する尾担には同一時期向島渚があって、両者が深いつなが

りを有Lている、ということが解ってきている.こうしたことから、骨利とJt戸尻町それぞれ

の集落町聞係を明らかにしていくことが、今後円諜題であろっ.

-10ー



図版 1

井戸尻遺跡より尭掘区を望む

調査風景{北京よリ)



図版 2

83号住居祉 (..ItJll.より)

題寝炉



図版 3

84号住居壮 (酋よワ}

m 石 (丙よリ}



図版 4

小監穴群 {南より}

左上 8号 左下 21号竪穴 右上 19号 右下 22号小呈穴
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